
 



 

【開会のあいさつ】 

二文字屋 修（NPO 法人 AHP ネットワークス執行役員） 

 

本日のセミナーには多くの方々にご参加いただきありがとうございます。司会進行を務

めます NPO 法人 AHP ネットワークスの二文字屋と申します。どうぞよろしくお願い致し

ます。 

2014 年、日越 EPA の候補者の来日以来、日本ではベトナム人介護士の人気が高まり、イ

ンターネットで「ベトナムの介護」と検索すると、ベトナムの高齢者介護事情や介護施設ま

た看護学校訪問のレポート等を読むことができます。 

これらのレポートでよく目にするのは、「ベトナムには介護の概念がない」という言葉で

す。しかしそれは日本の高齢者介護は介護保険制度によって運営されている介護であり、そ

こから派生してきた介護に対する固定概念によるものではないでしょうか。 

高齢者介護を社会福祉政策から捉えれば、それぞれの国の経済状況も医療福祉政策も社

会習慣もことごとく異なっているのですから、それぞれの国で高齢者介護へのアプローチ

もコンセプトも違っているのが当然ではないでしょうか。 

今回のセミナーはベトナムの方々が日本の介護をどのように捉えているのかを知り、そ

こからまた日本の介護を考えていきたいと思い、開催した次第です。 

また今回のセミナーはトヨタ財団の助成を受けた「家族介護の国から、介護保険の国へ…

日本の高齢者介護施設等で働く外国人介護士の安定化と異文化協働の構築」というプロジ

ェクトの一環です。いろいろサポートしていただいておりますトヨタ財団の甲野さんと利

根さんにこの場をお借りして感謝申し上げます。 


